麦の穂学園　　運営方針

基本方針
　カトリック精神である隣人愛に基づき、子どもへの愛情と共感、温かいふれあいを通して自己肯定感を育み、子ども自身が愛され大切にされたと感じられる養育を追求し、実践する。

2025年度　主要方針　
「自分を大切に、人を大切に」　
施設の小規模化に向けて、ハード面、ソフト面の取り組みを行う。人材確保・育成　定着に取り組み、自立支援のあり方について見直しを進める。
2025年度事業計画

１　子どもが大切にされていると実感できる養育をめざします
・子どもが心地よく生活するための衣・食・住を充実させ、家庭的な温かさや人との関係性が大切にされる生活環境を整えていきます。
　・子どものケアの引継ぎ・つながりのある養育を大切にしていきます。

　・養育で大切にすること、麦の穂学園が求める職員像を含め、具体的に文書化し、職員間で
共有して、子どもの養育の質の向上になるように努めます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　人材の確保と育成、定着のため、働きやすい職場つくりに努めます
　・麦の穂学園の組織化（役割の明確化、組織の整理、会議の持ち方等）それらを具体的に文書化し、共通認識をもって取り組んでいけるようにシステムを構築していきます。
　・人材育成においては、スキルアップをめざし、職員間の協力体制を強化していけるような取り組みに努めます。
３　小規模化に向けて具体的に取り組みます
　・分園型小規模施設の建設に向けて造成と建設工事を行います。
　・小規模施設を孤立させないフォロー体制や職員交換研修などの工夫に努めます。
　・小規模化に向け、具体的に現職員が動いていくことや子どもたちを巻き込んで行えること
を検討し、小規模化をイメージした取り組みにつなげていきます。
４　自立支援に取り組みます。
　・個々の自立支援計画を作成し、進学・就職等の進路に向けて計画的な自立支援に取り組み
ます。

　・卒園した子どもが集える場所や機会を作り、悩みや相談に対応していきます。
　・自立支援拠点事業の開始を視野に検討していきます。
